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エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進 

全
体
構
想
の
認
定 

 

１
月
28
日
に
小
笠
原
村
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
全
体
構
想
が
、
国
（
環
境
省
、
国
土
交
通
省
、
文

部
科
学
省
、農
林
水
産
省
）の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

こ
の
全
体
構
想
の
認
定
は
、
国
内
７
番
目
に
な
り

ま
す
が
、
世
界
遺
産
地
域
か
ら
は
初
め
て
と
な
り
ま

す
。 同

日
に
、
森
下
村
長
と
池
田
村
議
会
議
長
が
環
境

大
臣
室
を
訪
れ
、
丸
川
環
境
大
臣
か
ら
村
長
に
認
定

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。本
全
体
構
想
の
認
定
で
は
、

大
臣
か
ら
直
接
、
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
た
の
は
小
笠

原
村
が
初
め
て
で
す
。 

小
笠
原
村
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
内
容
は
、
環

境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
・
入
手
で
き
ま
す
。
ま
た
、
紙
媒
体
を
ご
希
望
の

方
に
は
、
産
業
観
光
課
お
よ
び
母
島
支
所
の
窓
口
に

お
い
て
配
付
し
ま
す
。 

今
後
も
村
お
よ
び
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
は
、
全
体
構
想
に
掲
げ
る
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
定
義
「
か
け
が
え
の
な
い
小
笠
原
の
自
然
を

将
来
に
わ
た
っ
て
残
し
て
い
き
な
が
ら
、
旅
行
者
が

そ
の
自
然
と
自
然
に
育
ま
れ
た
歴
史
文
化
に
親
し
む

こ
と
で
小
笠
原
の
村
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
島
づ
く

り
」
を
体
現
す
る
た
め
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。 

【
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

 
http://www.env.go.jp/press/101946.html 

【
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/eco

tourism_index/ 

【
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
と
は
】 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
定
め
ら
れ
た
協
議
会

が
作
成
す
る
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
地
域
、

対
象
と
な
る
自
然
観
光
資
源
の
名
称
・
所
在
地
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
施
の
方
法
な
ど
を
定
め
た
法
定

構
想
。
こ
の
全
体
構
想
を
作
成
し
認
定
さ
れ
る
と
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
団
体
と
し
て
国
か
ら
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
に
関
す
る
支
援
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

               

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会 

（
産
業
観
光
課
内
） 

 
 

２
―
３
１
１
４  

平
成
27
年
度 

硫
黄
島
戦
没
者 

遺
骨
収
集
帰
還
事
業
報
告 

 【
平
成
27
年
度
実
施
結
果
】 

○
面
的
調
査
・
滑
走
路
掘
削
立
会 

平
成
27
年
４
月
９
日
～
平
成
28
年
３
月
21

日
に
か
け
て
５
日
間
程
度
の
派
遣
を
44
回
実
施

（
予
定
分
を
含
む
） 

〇
遺
骨
収
容 

 

      
 

 

   

 

収
容
さ
れ
た
ご
遺
骨
の
23
柱
は
、
第
４
回
収
容
派

遣
団
と
と
も
に
内
地
に
帰
還
し
、
１
月
28
日
に
執
り

行
わ
れ
た
「
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
集
帰
還
団
」
遺

骨
引
渡
式
（
会
場
：
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
）
に
お

い
て
、
政
府
に
引
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
引
き
続
き
、
村
は
、
本
事
業
に
最
大
限
の

協
力
を
す
る
と
と
も
に
、
事
業
が
実
り
多
き
も
の
に

な
る
よ
う
、
積
極
的
に
厚
生
労
働
省
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
に
は
た
ら
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

                   

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

  

    
 

西
之
島
周
遊
ツ
ア
ー 

  

６
月
に
引
退
す
る
定
期
船
お
が
さ
わ
ら
丸
・
は
は

じ
ま
丸
の
あ
り
が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
小

笠
原
海
運
㈱
主
催
、
小
笠
原
村
協
力
に
よ
る
、
西
之

島
周
遊
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。 
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

２/24現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

１月気象状況   （父島） 

最高気温   24.8℃ 

最低気温   12.6℃ 

平均気温   19.7℃ 

平均湿度   73％ 

月降水量   113mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（２/1）  
 

 

             2,594人 
 
 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,124人   470人 
 

 

 

  世帯      1,199    258 

ＮＯ．６５５ 

平成 28 年(2016) 

３/１(火)  

 

 
ご遺骨とともに帰還する第 4 回収容派遣団 

 

第
４
回 

第
３
回 

第
２
回 

第
１
回 

 

平
成
28
年
１
月
13
日
～
28
日 

11
月
25
日
～
12
月
９
日 

平
成
27
年
７
月
１
日
～
17
日 

中
止 

派 

遣 

期 

間 

７
柱 

(

合
計
23
柱) 

９
柱 

７
柱 

 

収
容
柱
数 
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申
込
方
法
や
費
用
、
発
売
日
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
小
笠
原
海
運
㈱
の
専
用
チ
ラ
シ
ま
た
は
小
笠
原

海
運
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
実
施
日
】 

４
月
23
日
（
土
）・
５
月
31
日
（
火
） 

午
前
９
時
出
港
～
午
後
５
時
10
分
帰
港 

【
定
員
】
各
４
０
０
名 

【
実
施
内
容
】 

定
期
船
お
が
さ
わ
ら
丸
で
、
父
島
か
ら
西
之
島

沖
合
へ
航
行
し
、
西
之
島
沖
を
ゆ
っ
く
り
と
１
周

し
、
父
島
へ
戻
り
ま
す
。 

【
母
島
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
へ
】 

母
島
村
民
の
方
で
、
実
施
日
前
日
に
母
島
か
ら

父
島
へ
移
動
し
、
実
施
日
翌
日
に
母
島
へ
帰
島
す

る
日
程
で
参
加
す
る
方
に
限
り
、
は
は
じ
ま
丸
の

乗
船
料
を
村
か
ら
補
助
し
ま
す
。
補
助
方
法
に
つ

い
て
は
、
村
民
だ
よ
り
４
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所 

 

２
―
２
１
１
１ 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

お
が
丸
ナ
イ
ト 

 

「
あ
り
が
と
う
！
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
村
民
と
観
光
客

み
ん
な
で
お
が
さ
わ
ら
丸
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
お

が
丸
ナ
イ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。 

開
催
に
あ
た
っ
て
、
夜
店
の
出
店
お
よ
び
運
営
ア

ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。 

○
お
が
丸
ナ
イ
ト
第
１
弾 

【
日
時
】
４
月
15
日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
～ 

【
場
所
】
二
見
港
船
客
待
合
所 

【
内
容
】
第
１
回
お
が
丸
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
ア
ー
ム

レ
ス
リ
ン
グ
大
会
、お
が
さ
わ
ら
丸
船
内
見
学
会
、

福
引
大
会
ほ
か 

○
お
が
丸
ナ
イ
ト
第
２
弾 

【
日
時
】
６
月
18
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
～ 

【
場
所
】
二
見
港
岸
壁
・
お
が
さ
わ
ら
丸
船
内 

【
内
容
】フ
リ
ー
ダ
イ
バ
ー
岡
本
美
鈴
さ
ん
講
演
会
、

第
２
回
お
が
丸
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
お
が
丸
の
船
上

で
愛
を
叫
ぶ
コ
ン
テ
ス
ト
、
郷
土
芸
能
披
露
、
お

が
さ
わ
ら
丸
船
内
見
学
会
、
福
引
大
会
ほ
か 

○
出
店
募
集 

【
申
込
締
切
】
第
１
弾
出
店 

３
月
31
日
（
木
） 

 

第
２
弾
出
店 

５
月
31
日
（
火
） 

【
申
込
方
法
】
販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住

所
、
電
話
番
号
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
】 

（
飲
食
）
屋
台
世
話
人 

福
本
信
孝 

 

電
話 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

（
物
販
）
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ 

辻
井
ま
り
こ 

 

電
話 

２
―
７
７
９
０ 

【
出
店
場
所
】
船
客
待
合
所
駐
車
場
（
飲
食
）、
ク
ジ

ラ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
周
辺
（
物
販
） 

○
運
営
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
募
集 

【
募
集
人
数
】
各
回
10
名
程
度 

【
仕
事
内
容
】
ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
・
運
営
ほ
か 

【
勤
務
時
間
】
午
後
１
時
～
午
後
10
時
頃 

【
時
給
】
１
千
円 

【
応
募
締
切
】
決
定
次
第
、
締
切
と
い
た
し
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
！
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
大
募
集
中
!!
（３
月
23
日
締
切
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

あ
り
が
と
う
！
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
観
光
協
会
事
務
局
内
） 

 
 

２
―
２
５
８
７ 

 ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

「
あ
り
が
と
う
！
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
、
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ

る
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

「IS
L

A
N

D
 

J
A

Z
Z

 
@

 
T

H
E

 
E

A
R

T
H

 
in

 

O
G

A
S

A
W

A
R

A
 
2
0
1
6

」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
ア
イ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
小
笠
原
」
で

検
索
） 

【
日
時
】
４
月
９
日
（
土
）
午
後
１
時
～
午
後
９
時

※
雨
天
時
は
10
日
（日
）に
順
延 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

※
10
日
が
雨
天
の
場
合
は
船
客
待
合
所
（
予
定
） 

【
出
演
グ
ル
ー
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
】 

①D
R

E
A

M
 S

E
S

S
IO

N
 fo

r O
G

A
S

A
W

A
R

A
 

[

巽
朗 
/ 

元
晴 

/ 

西
藤
ヒ
ロ
ノ
ブ 

/ 

ハ
タ
ヤ

テ
ツ
ヤ / T

a
n

co / Y
u

k
k

y
 / C

O
M

A
-C

H
I] 

②B
im

B
om

B
a
m

楽
団 

③H
on

g
 S

o
on

d
a
l 

の 
B

A
R

A
M

N
A

N
 J

A
Z

Z
 

 
 

[H
on

g
 S

oon
d
a
l / P

a
rk

 R
a
on

]  

④K
2
 

 
 

[

朱
恵
仁 / 

山
本"k

iry
u

"

周
典] 

⑤R
ick

y
 w

ith
 F

S
P
 
 
 
 
 
 
 

ほ
か 

○
出
店
募
集 

【
申
込
締
切
】
３
月
22
日
（
火
） 

【
申
込
方
法
】
販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住

所
、
電
話
番
号
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
】
屋
台
世
話
人 

福
本
信
孝 

 
 

電
話 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

 
 ●

問
合
せ
先 

IS
L

A
N

D
 J

A
Z

Z
 @

 T
H

E
 E

A
R

T
H

 

現
地
実
行
委
員
会
事
務
局
（
産
業
観
光
課
内
） 

２
―
３
１
１
４   

 

観
光
親
善
大
使
の
退
任 

 

 

当
村
の
観
光
親
善
大
使
で
あ
る
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

の
小
笠
原
道
大
２
軍
監
督
が
、
昨
シ
ー
ズ
ン
を
も
っ

て
現
役
を
引
退
し
た
こ
と
に
伴
い
、
16
年
間
務
め
て

い
た
だ
い
た
観
光
親
善
大
使
を
退
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
16
年
間
務
め
て
い
た
だ
い
た
感
謝
を
込

め
、
２
月
18
日
に
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
２
軍
キ
ャ
ン
プ

地
で
あ
る
読
谷
平
和
の
森
球
場
に
お
い
て
、
村
長
か

ら
感
謝
状
と
特
産
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
道
大
２
軍
監
督
か
ら
い
た
だ
い
た
、
村
民

の
皆
さ
ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

小
笠
原
村
の
み
な
さ
ん
へ 

 

平
成
11
年
12
月
に
任
命
を
受
け
て
か
ら
早
い
も

の
で
16
年
と
い
う
年
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
読
売
巨
人
軍
を
経
て
中
日
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
へ
移
っ
た
後
も
親
善
大
使
と
し
て
起
用
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
９
月
を
も
っ
て
選
手
現
役
生
活
を
終
え
た
の

を
機
に
、
次
世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に
な
れ
ば
と

思
い
、
こ
の
度
親
善
大
使
退
任
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。 

 
 

こ
の
16
年
の
間
に
、
小
笠
原
村
は
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
と
い
う
喜
ば
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
自
分
の
中
で
も
と
て
も
印
象
深
い
こ

と
で
し
た
。
自
身
の
回
顧
と
し
て
は
、
村
の
少
年
野

球
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
交
流
し
た
り
、
一
度
、
訪
れ

た
村
の
素
晴
ら
し
い
情
景
を
思
い
だ
し
た
り
・
・
。 

こ
れ
か
ら
は
ま
た
違
っ
た
か
た
ち
で
村
の
お
役
に

立
て
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

長
き
に
わ
た
り
ご
声
援
を
賜
り
ま
し
て
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

私
自
身
も
第
二
の
人
生
を
ま
た
一
歩
一
歩
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

平
成
28
年
２
月 

 
 
 
 
 

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ 

小
笠
原 

道
大 
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シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
集
落
周
辺
の
樹
木
を
中
心
と
し
た
シ
ロ
ア
リ
対
策

事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 

被
害
に
つ
い
て
の
相
談
や
家
屋
の
点
検
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 無

料
の
相
談
お
よ
び
点
検
は
事
前
に
申
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。（
家
屋
や
敷
地
の
駆
除
・
予
防
施
工

は
別
途
有
料
と
な
り
ま
す
） 

【
申
込
期
間
】
３
月
１
日
（
火
）
～
９
日(

水) 

【
対
策
日
程
】 

（
母
島
）
３
月
９
日(

水)

～
10
日
（
木
） 

（
父
島
）
３
月
12
日(

土)

～
16
日
（
水
） 

《
母
島
シ
ロ
ア
リ
説
明
会
》 

 
 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
10
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
説
明
】
小
笠
原
村
・
小
笠
原
村
シ
ロ
ア
リ
対
策
団 

 
 
 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
・
都
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告 

 

村
・
都
民
税
（
住
民
税
）
は
、
都
や
村
が
お
こ
な

う
地
方
・
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
防
犯
、
消
防
、

教
育
、
福
祉
、
衛
生
、
上
下
水
道
や
道
路
整
備
・
維

持
管
理
な
ど
）
に
か
か
る
費
用
を
、
そ
こ
に
住
む
居

住
者
（
住
民
）
に
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
性
格
を

持
つ
地
方
税（
都
道
府
県
や
市
町
村
に
納
め
る
税
金
）

で
す
。 

住
民
税
は
、
所
得
税
な
ど
国
税
の
確
定
申
告
（
自

ら
税
額
を
計
算
し
て
申
告
し
、税
金
を
納
め
る
方
式
）

と
異
な
り
、
市
町
村
が
税
額
を
計
算
し
、
課
税
者
に

納
税
通
知
を
送
付
し
て
納
め
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま

す
。適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
に
、３
月
15
日（
火
）

ま
で
に
「
住
民
税
の
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
住
民
税
申
告
の
必
要
な
人
】 

 

①
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
住
所
地
（
居
住

地
）
の
市
町
村
で
申
告
が
必
要
で
す
。（
左
記

【
住
民
税
申
告
の
必
要
の
な
い
人
】
を
除
く
） 

 

②
住
所
地
以
外
に
家
屋
敷
な
ど
の
あ
る
人
※
１ 

【
住
民
税
申
告
の
必
要
の
な
い
人
】 

①
所
得
税
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
※
２ 

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
ま
た
は
公
的
年
金
の
み

の
人
で
、
給
与
ま
た
は
年
金
の
支
払
者
よ
り
当

該
市
町
村
に
そ
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
人
（
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
報
告
に
含
ま
れ
て

な
い
高
額
な
医
療
費
や
寄
附
金
な
ど
の
各
種

所
得
控
除
で
き
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
申
告
が
必
要

で
す
） 

 
③
申
告
し
て
も
、
結
果
的
に
住
民
税
が
非
課
税
と

な
る
人
※
３ 

た
だ
し
、
非
課
税
証
明
書
や
所
得
証
明
書
な

ど
、
村
で
交
付
す
る
税
関
係
の
証
明
書
が
必
要

な
場
合
に
は
、
収
入
が
無
く
て
も
申
告
が
必
要

で
す
。 

ま
た
、
住
民
税
の
賦
課
資
料
は
、
国
民
健
康

保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保

険
料
、
保
育
料
な
ど
の
算
定
資
料
、
児
童
福

祉
・
医
療
福
祉
・
障
害
福
祉
の
手
当
・
給
付
金

な
ど
の
支
給
判
定
の
資
料
に
も
な
り
ま
す
。 

◎
住
民
税
申
告
書
の
用
紙
は
、
村
役
場
の
税
務
係

ま
た
は
母
島
支
所
窓
口
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。 

 

「
村
税
関
連
様
式
集
」 

http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/

zaisei/cat84/ 

※
１ 

実
際
に
居
住
し
て
い
る
市
町
村
で
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
１
月
１
日
現
在
で
そ

の
住
所
地
以
外
に
も
家
屋
敷
な
ど
（
家
屋
敷
ま
た

は
事
務
所
・
事
業
所
）
を
有
す
る
個
人
に
、
家
屋

敷
な
ど
の
所
在
市
町
村
で
も
住
民
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
（
均
等
割
の
み
）。 

該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
家
屋
敷
等
の
所
在

地
の
市
町
村
に
住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。 

※
２ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
は
、

住
民
税
申
告
も
し
た
と
み
な
さ
れ
、
所
得
税
確
定

申
告
の
内
容
を
も
と
に
新
年
度
の
住
民
税
が
計
算

さ
れ
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
所
得
税
の
計
算
に
は
必
要
な
く
て

も
住
民
税
の
計
算
で
必
要
に
な
る
事
項
の
記
載
欄

が
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
あ
り
ま
す
。「
所
得
税

の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

「
住
民
税
・
事
業
税
に
関
す
る
事
項
」
に
も
漏
れ

が
な
い
よ
う
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
３ 

前
年
の
合
計
所
得
金
額
（
損
失
の
繰
越
控
除

前
の
金
額
）
が
、
住
民
税
均
等
割
の
非
課
税
限
度

額
を
越
え
な
い
人
。 

非
課
税
限
度
額
…
28
万
円×

（
控
除
対
象
配
偶
者

お
よ
び
扶
養
親
族
人
数
＋
１
）
＋
16
万
８
千
円

（
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い
る
場

合
に
加
算
） 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券 

  

村
民
の
30
歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
、
女
性
特
有

の
が
ん
検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
方
は
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

 

こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が

ん
検
診
を
内
地
で
受
診
す
る
場
合
に
利
用
す
る
も
の

で
す
。ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
受
診
さ
れ
た
方
は
、

11
月
頃
に
実
施
予
定
の
「
小
笠
原
村
健
康
診
断
」
に

お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
検
診
内
容
は
同
じ
）・

乳
が
ん
検
診（
超
音
波
検
査
お
よ
び
視
触
診
を
実
施
）

を
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
１
人
に
つ
き
各
１
枚
ま
で
利
用
可 

※
受
診
は
年
度
内
で
１
人
に
つ
き
１
回
ま
で 

【
発
行
対
象
者
】
村
民
の
30
歳
以
上
の
女
性 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】 

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
用
（
内
診
、
細
胞
診
、
コ
ル

ポ
ス
コ
ー
プ
診
お
よ
び
エ
コ
ー
） 

○
乳
が
ん
検
診
用
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視

触
診
） 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】 

 

医
療
法
人
社
団
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ 

 

（
住
所
）
千
代
田
区
飯
田
橋
３
―
６
―
５ 

【
受
診
期
間
】 

 

４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日 

※
土
・
日
・
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。 

 

※
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
先
】 

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
申
込
期
間
】
４
月
１
日
～
平
成
29
年
２
月
29
日 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

国
民
年
金
付
加
保
険
料 

  

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
期
間
（
厚
生
年

金
な
ど
の
加
入
期
間
を
含
む
）
と
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
を
免
除
さ
れ
た
期
間
が
25
年
（
３
０
０
月
）

以
上
あ
る
方
に
は
、
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。 

年
金
額
を
少
し
で
も
多
く
受
給
さ
れ
た
い
方
は
、

国
民
年
金
保
険
料
と
合
わ
せ
て
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
納
付
さ
れ
る
と
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
加
算
さ
れ
た
上
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

【
付
加
年
金
の
年
金
額
】 

 

２
０
０
円×

付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数 

（
例
）
付
加
保
険
料
を
10
年 

 
 

間
納
付
さ
れ
た
場
合 

 

・
付
加
保
険
料
の
納
付
額 

 
 

４
０
０
円×

12
月×

10
年
＝
４
万
８
千
円 

 

・
付
加
年
金
の
年
金
額
（
年
額
） 

 
 

２
０
０
円×

12
月×

10
年
＝
２
万
４
千
円 

  

こ
の
場
合
は
、
毎
年
２
万
４
千
円
の
付
加
年
金
が

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。 

http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/
http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/
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【
留
意
事
項
】 

 
保
険
料
の
法
定
免
除
や
申
請
免
除
（
全
額
免
除
、

一
部
免
除
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た
、
国
民
年
金
基
金
に

加
入
中
の
方
は
、
こ
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

港
年
金
事
務
所 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
東
京

都
39
市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事

故
に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
加
入

申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

【
そ
の
他
】 

○
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
の
い
る
会
員
が
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
時

に
は
、
年
額
10
万
２
千
円
の
交
通
遺
児
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

青
い
地
球
を
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
60
分 

｢

ア
ー
ス
ア
ワ
ー｣ 

 

ア
ー
ス
ア
ワ
ー
と
は
、（
公
財
）
世
界
自
然
保
護
基

金（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）ジ
ャ
パ
ン
が
主
催
す
る
世
界
中
の
人
々

が
同
じ
日
、
同
じ
時
間
に
電
気
を
消
す
ア
ク
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
「
地
球
温
暖
化
を
止
め
た
い
」「
地
球
環
境

を
守
り
た
い
」と
い
う
思
い
を
示
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

【
日
時
】
３
月
19
日(

土) 

午
後
８
時
30
分
～
９
時
30
分 

【
参
加
方
法
】 

①
午
後
８
時
30
分
に
、
電
気
の
灯
り
を
消
し
ま
す
。 

②
身
近
な
こ
と
と
地
球
の
こ
と
、
そ
の
つ
な
が
り

を
静
か
に
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界
の
人
々

が
同
じ
気
持
ち
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
思
っ

て
く
だ
さ
い
。 

③
午
後
９
時
30
分
に
灯
り
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

地
球
の
、
そ
し
て
小
笠
原
の
未
来
を
願
う
皆
さ
ん

の
気
持
ち
を
乗
せ
て
、
消
灯
が
時
差
に
よ
っ
て
東
か

ら
西
へ
、
地
球
を
一
周
ぐ
る
り
と
め
ぐ
り
ま
す
。
家

族
で
、
友
人
同
士
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

兄
島
視
察
会 

 

村
民
だ
よ
り
１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
、
雨
天
の
た

め
中
止
し
た
兄
島
視
察
会
を
改
め
て
開
催
し
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
19
日(

土) 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
30
分 

【
視
察
場
所
】
宮
之
浜
～
兄
島
滝
之
浦
～
台
地
上 

【
募
集
期
間
】
３
月
１
日
（
火
）
～
14
日
（
月
） 

【
募
集
人
数
】
20
名
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

【
応
募
資
格
】 

○
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方 

※
平
成
26
年
１
月
以
降
、
村
や
環
境
省
が
開
催
し

た
兄
島
視
察
会
や
観
察
会
に
参
加
し
た
こ
と

が
な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。 

○
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
（
目
安
と
し
て
、
千
尋

岩
の
指
定
ル
ー
ト
や
高
山
経
由
ジ
ョ
ン
ビ
ー

チ
の
遊
歩
道
、
乳
房
山
遊
歩
道
を
余
裕
を
持
っ

て
歩
け
る
程
度
） 

※
途
中
、
１
０
０
ｍ
ほ
ど
急
傾
斜
な
ル
ー
ト
が
あ

り
、
そ
の
一
部
の
岩
場
で
は
ロ
ー
プ
を
伝
っ
て

20
ｍ
程
度
登
り
下
り
す
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ル
ー
ト
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
足

場
が
悪
く
、
想
像
以
上
に
体
力
を
消
耗
し
ま
す
。 

○
滑
り
止
め
の
し
っ
か
り
し
た
靴
を
お
持
ち
の
方 

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
手
袋
は
貸
与
し
ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係
２
―
３
１
１
１ 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映
案
内 

 

【
放
映
番
組
】 

平
成
28
年
第
１
回
小
笠
原
村
議
会
定
例
会
中
継 

《
日
時
》 

３
月
８
日(

火)

10
時
～
終
了
ま
で 

 
 
 
 

９
日(

水)

９
時
～
終
了
ま
で 

※
録
画
放
映
の
日
時
は
、
地
デ
ジ
11
チ
ャ
ン
ネ
ル

お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

２
―
３
７
８
０ 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
内
機
器
更
新
、
点
検
作
業
な
ど
の

た
め
、
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
休
館
期
間
】
３
月
１
日
（
火
）
～
４
月
15
日
（
金
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

２
―
３
７
８
０  

行
政
相
談
所
の
開
設 

 
【
日
時
】
３
月
９
日
（水
）午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

  

 

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
） 

工
事
説
明
会 

 

小
笠
原
の
希
少
種
の
保
全
や
外
来
種
対
策
の
拠
点

と
な
る
「
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
機
能
お

よ
び
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。 

【
日
時
】
３
月
７
日
（
月
）
午
後
７
時
～
８
時
半 

【
会
場
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 ２

―
７
１
７
４ 

 

第
５
回
小
笠
原
諸
島
ネ
ズ
ミ
対
策 

検
証
委
員
会 

 

昨
年
３
月
か
ら
、
本
委
員
会
に
よ
っ
て
過
去
の
殺

鼠
剤
散
布
事
業
の
環
境
影
響
な
ど
の
検
証
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス

バ
ト
、
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
、
魚
類
な
ど
へ
の
殺
鼠
剤
影

響
の
実
証
試
験
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結

果
が
報
告
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
連
の
検
証
結
果
が

と
り
ま
と
め
ら
れ
、
今
後
の
環
境
省
事
業
へ
の
提
言

が
な
さ
れ
ま
す
。 

※
会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
４
日
（
金
）
午
前
９
時
半
～
正
午 

【
会
場
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 ２

―
７
１
７
４ 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

【
日
時
】
３
月
22
日
（火
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 
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離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 
○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
都
合
が
悪
い
場
合
は
電
話
相
談
で
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付 

お
よ
び
簡
易
講
習
（
新
規
・
更
新
） 

 
 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
23
日
（水
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
②
村
民
お
よ
び
18
歳
以
上

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
に
は
、
講
習
終
了
後
、

入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年
間
パ
ス
」

が
必
要
で
す
。パ
ス
を
持
っ
て
い
な
い
方
は
お
気

軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
ス
を
お
持

ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。パ
ス

の
有
効
期
間
は
、受
講
日
か
ら
２
年
間
と
な
り
ま

す
。 

 父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
け
て
お

り
ま
す
。（講
習
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で
１

時
間
程
度
行
な
い
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
時
】
３
月
25
日
（金
）午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
※
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
２
日
（水
）午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
３
日
（木
）午
後
３
時
～
５
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（土
・
日
・
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

●
相
談
日
の
連
絡
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

と
び
う
お
ク
ラ
ブ 

児
童
・
補
助
員
募
集 

 

◎
学
童
保
育
（と
び
う
お
）ク
ラ
ブ
入
会
児
童
募
集 

【
対
象
】
新
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
、

保
護
者
が
就
労
・疾
病
な
ど
に
よ
り
、適
切
な
保
育

を
必
要
と
す
る
児
童 

【
保
育
期
間
お
よ
び
時
間
】 

４
月
１
日
（金
）～
29
日
（金
）の
平
日 

※
春
休
み
期
間
中
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（原

則
昼
食
は
自
宅
） 

※
学
期
中
は
下
校
時
～
午
後
５
時 

【
保
育
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
定
員
】
各
学
年
10
名 

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
必
要
性
の
高
い
方
を

優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
利
用
料
】入
会
金
１
千
円
（社
協
会
費
を
兼
ね
る
）、 

利
用
料
６
千
円
、
保
険
料
８
０
０
円 

【
申
込
期
間
】
３
月
１
日
（火
）～
11
日
（金
） 

【
入
会
説
明
会
】
３
月
15
日
（火
）午
後
６
時
～ 

《
会
場
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

◎
学
童
保
育
（と
び
う
お
）ク
ラ
ブ
補
助
員
募
集 

 

【
募
集
人
数
】
若
干
名 

【
契
約
期
間
】
４
月
１
日
～
29
日 

【
資
格
】
保
育
経
験
ま
た
は
保
育
に
熱
意
の
あ
る
方 

【
応
募
締
切
】
３
月
25
日
（
金
） 

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
あ
れ
ば
資
格
証
明
書
（写
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と 

【
選
考
方
法
】
面
接 

【
勤
務
条
件
】
時
給
１
千
２
０
円 

 
 ●

申
込
・問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

２
―
２
４
８
６  

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【
３
月
の
開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出
港
日
（
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
）
お
よ
び
観
光
船
入
港
中 

※
３
月
14
日
（
月
）
～
31
日
（
木
）
は
毎
日
開
館

（イ
ベ
ン
ト
・夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
掲
示
板
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
） 

【
特
別
展
】 

〇
本
館(
企
画
展
示
室) 

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
展
」
～Wonderful

 
Whale 

Watching World
～ 

○
新
館
「
い
る
か
展
」 

【
講
演
会
】 

①
「
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
ヒ
ナ
誕
生
と
鳥
類
保
護
の
取
組
」 

《
日
時
》
３
月
４
日
（
金
）
午
後
７
時
～ 

《
講
演
者
》
出
口
智
広
（
山
科
鳥
類
研
究
所
） 

《
主
催
》
東
京
都
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

②
２
０
１
６
年
第
１
回
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座 

（
１
）「
２
０
１
５
年
度
修
士
論
文
報
告 

デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
小
笠
原
の
訪
花
者
た
ち
」 

《
講
演
者
》
辻
村 

美
鶴
（
首
都
大
学
東
京
・
生
命
科

学
専
攻 

修
士
課
程
２
年
） 

（
２
）「
変
身
す
る
不
思
議
な
粒
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
」 

《
講
演
者
》
住
吉 

孝
行
（
首
都
大
学
東
京
・
副
学
長

／
物
理
学
専
攻
・
教
授
） 

《
日
時
》
３
月
29
日
（
火
）
午
後
７
時
～ 

《
主
催
》
首
都
大
学
東
京
小
笠
原
研
究
委
員
会 

《
共
催
》（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
・
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

《
後
援
》
小
笠
原
村 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

※
講
演
会
①
に
つ
い
て 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係
２
―
２
１
６
５ 

 

あ
か
ぽ
っ
ぽ
の
日
の
集
い 

 

「
あ
か
ぽ
っ
ぽ
の
日
」
は
、
２
０
０
８
年
に
父
島

で
開
催
さ
れ
た
「
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
保
全
計

画
づ
く
り
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
契
機
に
始
ま

っ
た
、１
年
に
１
度
ハ
ト
の
こ
と
を
考
え
る
日
で
す
。 

 

今
年
は
、
島
内
で
の
ハ
ト
最
新
情
報
の
報
告
に
加

え
て
、
動
物
園
で
の
ハ
ト
事
情
、
西
表
島
で
の
野
生

動
物
保
護
の
た
め
の
ネ
コ
対
策
、
野
生
動
物
保
護
の

法
律
に
詳
し
い
専
門
家
の
方
々
と
一
緒
に
「
あ
か
ぽ

っ
ぽ
と
棲
む
島
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
14
日
（
月
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
16
日
（
水
）
午
後
６
時
～
９
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 
 ●

問
合
せ
先 

あ
か
ぽ
っ
ぽ
ネ
ッ
ト
２
―
３
７
７
９ 
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東
京
電
力
㈱
社
名
変
更
の
お
知
ら
せ 

 

東
京
電
力
㈱
小
笠
原
事
務
所
は
、
４
月
１
日
よ
り

社
名
を
変
更
い
た
し
ま
す
。 

（
旧
）
東
京
電
力
株
式
会
社 

（
新
）
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社 

電
気
料
金
に
つ
い
て
は
、
２
月
の
検
針
の
際
に
配

布
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
た
通
り
、
こ
れ
ま

で
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

な
お
、
新
し
く
加
わ
っ
た
他
社
と
の
セ
ッ
ト
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
の
小
笠
原
村
へ
の
電
力

供
給
を
行
う
当
社
以
外
の
事
業
者
が
存
在
し
な
い
こ

と
か
ら
、
村
内
の
皆
さ
ま
に
は
適
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
何
卒
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
回
の
社
名
変
更
に
伴
う
契
約
・
設
備
変

更
な
ど
は
一
切
発
生
し
ま
せ
ん
。 

今
回
の
件
に
関
し
て
不
審
な
電
話
に
よ
る
勧
誘
や
、

工
事
の
案
内
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
契
約
・
支
払

は
せ
ず
、
小
笠
原
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

東
京
電
力
小
笠
原
事
務
所 

 

２
―
２
４
３
０  

 
 
 
 
 

 
    

定
期
予
防
接
種 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
３
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

３
月
24
日
（
木
）
午
後
４
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
３
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

３
月
24
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）】 

○
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

○
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 
 【

対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
３
月
16
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
内
容
】
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

栄
養
教
室 

 

～
冷
凍
食
品
を
上
手
に
活
用
！
手
軽
で
簡
単
！ 

バ
ラ
ン
ス
栄
養
食
～ 

冷
凍
食
品
や
乾
物
を
利
用
し
て
、
簡
単
、
便
利
、

そ
れ
で
い
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。
管
理
栄
養
士
と
一
緒
に
作
っ
て
、

お
い
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
！
※
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
10
日
（
木
） 

午
前
10
時
～
午
後
１
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
16
日
（
水
） 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
定
員
】
６
名 

【
申
込
締
切
】《
父
島
》
３
月
７
日
（
月
） 

《
母
島
》
３
月
11
日
（
金
） 

【
講
師
】
管
理
栄
養
士
（
医
療
課
） 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診
（
父
島
） 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
２
月
に
歯
科
健
診
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
も
個
別

に
通
知
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
３
月
17
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
１
時
45
分
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

  

当
日
は
身
長
・体
重
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。母
子
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
３
月
22
日
（火
） 

受
付
時
間 

午
前
10
時
～
11
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

 

第
十
二
貝
「
失
っ
て
初
め
て
イ
マ
気
づ
く
」 

 

愛
、
友
情
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ
、
そ
う
い
っ
た
大

切
な
こ
と
は
、
た
い
て
い
失
わ
れ
て
か
ら
気
づ
く
も

３月の燃料油価格変動調整金  

 ３月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，５９３ （+299） 

２  等  品 ８，０５６ （+280） 

３  等  品 ７，５１９ （+261） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８６１ （+30） 

０．０７５トン以下 ６４９ （+23） 

 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，１１０ （+230） ２，０６０ （+120） 

１ 等 ８，２３０ （+470） ４，１２０ （+240） 

村民割引 
（往復）２等 ４，９４０ （+280） ２，４７０ （+140） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

等 級 大 人 小 人 
２ 等 ２２，５２０ （-690） １１，２６０ （-350） 

特 ２ 等  ３３，７７０ （-1,040） １６，８９０ （-520） 

１ 等 ４５，０５０ （-1,390） ２２，５３０ （-690） 

特 １ 等  ５２，０８０ （-1,610） ２６，０４０ （-810） 

特 等 ５６，３７０ （-1,740） ２８，１９０ （-870） 

２等（学割） １８，０２０ （-550）  
２ 等 

（身障者割引） 
１１，２６０ （-350）  ５，６３０ （-180） 

村民割引 
（片道）２等・ 
特２等・１等 
※往復は倍額 

２等：16,890 

特２等：28,140 

１等：39,420 

（-520）    

（-870）

（-1,220） 

２等：8,450 

特２等：14,080 

１等：19,720 

（-260）    

（-430）

（-600） 

 

 貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，３２５ （-313） 

２  等  品 １４，２６７ （-291） 

３  等  品 １３，１２４ （-268） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５３６ （-31） 

０．０７５トン以下  １，１４３ （-23） 

 

お
が
さ
わ
ら
丸 は

は
じ
ま
丸 
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の
だ
。 

 
私
が
初
め
て
父
島
を
訪
れ
た
１
９
８
０
年
代
の
半

ば
、
そ
こ
で
は
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
は
と
り
た
て
て

珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
小
港
あ
た
り
に
は
チ

チ
ジ
マ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
が
多
く
住
ん
で
い
て
、
中
山

峠
ま
で
の
道
沿
い
に
、
黄
色
、
茶
、
黒
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
綺
麗
な
殻
が
落
ち
て
い
た
。
三
日
月
山
の
稜

線
に
は
、
ビ
ロ
ウ
の
落
ち
葉
の
下
に
、
真
っ
黒
な
カ

タ
マ
イ
マ
イ
が
い
く
ら
で
も
見
つ
か
っ
た
。
中
央
山

に
登
っ
て
み
れ
ば
、
遊
歩
道
沿
い
の
タ
コ
ノ
キ
の
幹

や
葉
に
、
薄
緑
色
の
キ
ノ
ボ
リ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
が
ぽ

つ
ぽ
つ
と
着
い
て
い
て
、足
元
の
シ
ダ
の
葉
上
に
は
、

テ
ン
ス
ジ
オ
カ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
が
の
ん
び
り
這
っ
て

い
た
。 

 

た
ぶ
ん
そ
ん
な
光
景
は
あ
た
り
ま
え
す
ぎ
て
、
誰

の
気
も
引
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
ろ
私
は

父
島
で
、
小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
、
島
で
マ
イ
マ
イ
と
言

え
ば
厄
介
者
の
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
の
こ
と
。
当
然

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
退
治
の
話
を
し
て
く
れ
る
の
か

と
期
待
し
て
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
聴
衆
の
前
で
「
カ

タ
マ
イ
マ
イ
は
と
て
も
大
切
で
す
」
な
ど
と
言
っ
た

も
の
だ
か
ら
、
皆
さ
ん
た
い
そ
う
気
を
悪
く
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
ど
う
や
ら
小
笠
原
に
は
よ
そ
者
ア
フ
リ

カ
マ
イ
マ
イ
の
ほ
か
に
、
地
元
の
カ
タ
ツ
ム
リ
が
い

て
、
そ
ち
ら
は
実
は
貴
重
な
も
の
ら
し
い
、
と
い
う

認
識
が
島
内
外
の
人
々
の
間
で
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て

い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
と
歩
調
を
あ
わ
せ
る
か
の

よ
う
に
、
カ
タ
マ
イ
マ
イ
た
ち
は
島
か
ら
姿
を
消
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
世
界
遺
産
の
主
役
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
華
々
し
く
そ
の
存
在
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
分
に
は
、
彼
ら
は
も
う
父
島
に
は

殆
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。こ
と
ご
と
く
、

外
来
の
ウ
ズ
ム
シ
に
食
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。 

 

と
は
い
え
、
全
て
を
失
う
前
に
気
づ
け
た
の
は
不

幸
中
の
幸
い
。
今
努
力
す
れ
ば
少
な
く
と
も
、
未
来

へ
の
希
望
だ
け
は
残
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。 

 

              

【
文
】
東
北
大
学 

千
葉
聡 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
笠

原
高
校 

高
橋
ひ
か
る
・
髙
橋
海
里 

 
●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 

（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー  

◎
鯨
類
目
視
調
査 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
分
布
や
頭
数
を
調
べ
る
た
め
の

目
視
調
査
を
１
月
28
日
に
父
島
、
２
月
１
日
に
母
島

で
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
で
は
予
め
設
定
し
た
コ
ー

ス
を
船
が
航
行
し
、
乗
船
し
た
調
査
員
が
鯨
類
を
探

し
ま
し
た
。 

            
   

上
記
の
地
図
は
、
実
際
に
航
行
し
た
コ
ー
ス
を
示

し
て
い
ま
す
。
発
見
で
き
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
重

複
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
父
島
で
は
24
群
36

頭
、
母
島
で
は
31
群
51
頭
と
な
り
ま
し
た
。 

１
９
９
７
年
に
実
施
し
た
父
島
・
母
島
海
域
で
の

目
視
調
査
で
は
、
14
群
30
頭
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を

発
見
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
個
体
数
の
増
加
が
推
察

さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
母
島
で
は
目
視
調
査
の
翌
日
、
ロ
ー
プ
に

絡
ま
っ
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ク

ジ
ラ
に
絡
ま
っ
て
い
た
ロ
ー
プ
は
無
事
に
取
れ
、
沖

に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
世
界
各
地
で
ロ
ー
プ
に

絡
ま
っ
た
り
、
座
礁
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。 

 
 

ク
ジ
ラ
た
ち
が
安
心
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
も
海

ゴ
ミ
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
船
主
お

よ
び
調
査
員
の
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

【
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
新
規
認
定
講
習
会
】 

【
日
時
】
３
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
講
習
内
容
】 

○
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学 

○
小
笠
原
の
基
礎
鯨
類
学 

【
対
象
者
】
15
歳
以
上
（
ガ
イ
ド
経
験
不
問
） 

※
要
予
約
で
す
。
詳
細
は
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご

覧
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
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り 
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◎
カ
メ
煮
込
み
を
作
っ
て
み
よ
う 

 

小
笠
原
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
食
べ
ら
れ
始
め
た
の

は
１
８
３
０
年
代
に
ま
で
遡
り
ま
す
。
ア
オ
ウ
ミ
ガ

メ
は
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源

で
あ
る
と
同
時
に
収
入
源
で
も
あ
り
、
缶
詰
を
製
造

し
て
捕
鯨
船
な
ど
に
販
売
も
し
て
い
ま
し
た
。 

現
在
、
ウ
ミ
ガ
メ
料
理
は
小
笠
原
の
貴
重
な
食
文

化
と
な
り
、
島
の
飲
食
店
な
ど
で
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

小
笠
原
の
ウ
ミ
ガ
メ
料
理
と
い
え
ば
カ
メ
煮
込
み

が
有
名
で
す
が
、
作
り
方
は
簡
単
で
、
カ
メ
肉
さ
え

買
っ
て
し
ま
え
ば
ご
自
宅
で
誰
で
も
気
軽
に
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
簡
単
に
作
れ
る
カ
メ
煮

込
み
の
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

①
カ
メ
肉
を
刻
む
。 

②
刻
ん
だ
カ
メ
肉
を
鍋
に
入
れ
、
カ
メ
肉
が
浸
か
る

く
ら
い
の
水
を
入
れ
る
。 

③
火
を
入
れ
て
沸
騰
し
た
ら
弱
火
に
す
る
。（
お
好
み

で
灰
汁
を
取
る
） 

④
玉
ね
ぎ
を
ざ
く
切
り
に
し
て
入
れ
る
。 

⑤
塩
を
入
れ
て
30
分
ほ
ど
煮
込
ん
だ
ら
完
成
で
す
。 

母
島
で
は
塩
の
代
わ
り
に
醤
油
と
砂
糖
で
味
付
け

す
る
方
法
も
あ
る
そ
う
で
す
。
カ
メ
漁
が
解
禁
さ
れ

る
３
月
に
、
新
鮮
な
カ
メ
肉
を
購
入
し
、
ご
自
分
で

作
っ
た
カ
メ
煮
込
み
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

 

な
お
、今
回
ご
紹
介
し
た
レ
シ
ピ
は
一
例
で
あ
り
、

ほ
か
に
も
様
々
な
カ
メ
煮
込
み
が
あ
り
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
お
近
く
の
詳
し
い
島
民
の
方
に
聞
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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新 た な 外 来 種 対 策 特 集
小笠原が世界自然遺産に登録されてから今年６月で５年を迎えます。国、東京都および村は、自然環境を守り、再生

させるための様々な対策に力を入れています。例えば、ここ数年でアカガシラカラスバトが多くみられるようになった

のは、村民の皆さんにも協力をいただいているネコ対策の成果といえます。

一方で、グリーンアノールやネズミ、ノヤギ、アカギやモクマオウなどの外来植物、そして最近は外来のアリなど、

外来種の問題は依然山積しており、優先度を踏まえた計画的、効率的、効果的な対策が必要です。また、これだけ日常

的に「外来種」が意識されている地域は他に例がないといってよく、海洋島である小笠原の大きな特徴です。

今回は、小笠原の外来種問題と、新たな外来種を生み出さないための対策についてお知らせします。
[新たな外来種の侵入・

世界遺産の管理に関わ

す。また、おがさわら丸

などで、村民の皆さんに

それでも「新たな外来

ともに入ってしまうリス

[小笠原の外来種問題]

人により小笠原に持ち

海洋島である小笠原は

とって楽園になってしま

また、一旦侵入してし

病害虫やウィルスなどを

そのため、外来種対策

皆さんの生活や産業を守

[外来生物被害予防三原

小笠原での外来種対策

り組んでいますが、ここ

島の外来アリなどの問題

新たな発生を予防し、少

防三原則が大切です。（

「外来種被害防止行動計

[③外国観光船の入港

二見港は、外国から

貨物の輸出入は法令上

３月に観光船が、グ

入港（入国）すること

二見港で入国する場

入国審査や検疫を行う

み禁止や、下船時の手

員・乗客向けにアナウ

世界遺産地域管理機関

という観点から、全て

よう重ねてアナウンス

今後は、東京オリン

振興政策などを契機と

港件数が増える可能性

[①土付苗のリスク

内地から持ち込

その中でもアリ

マイマイが生息し

境や農業への被害

なお、土付苗を

平洋沿岸などのイ

持ち込むことは、

されています。

また、外来種へ

というものがあり

果や苗への影響を
-8-

拡散防止対策]

る関係行政機関では、遺産登録以前から、新たな外来種の侵入・拡散防止対策を進めていま

やははじま丸に乗船する際の靴底洗浄や森林内のルート入口での外来種除去、各種のチラシ

ご協力をいただいています。

種」が生まれる脅威はなくなっていません。取組の徹底・改善、意図せずに人や荷物などと

クへの対応など、現在も対策を検討中です。今回はそれらの一部をご紹介します。

込まれた動植物は、全てが外来種です。

、環境の変化に影響を受けやすく、さらには人にとって過ごしやすい温暖な気候は外来種に

う可能性があります。

まった外来種は、生態系に限らず、人の健康で安全な生活や農業をはじめとした産業にも、

介して被害を与えてしまう可能性もあります。

は、独自の生態系や固有のマイマイなどの世界自然遺産の価値を守るためでもありますが、

るためにも続けていく必要があります。

則]

は、関係行政機関や村内の関係者が取

数年で兄島のグリーンアノールや、母

が生まれています。そのような問題の

しでも食い止めるためには、右記の予

環境省、農林水産省、国土交通省策定

画」より）

【全般の問合せ先】世界遺産地域管理機関

代表：環境省小笠原自然保護官事務所 ２－７１７４

【シロアリ対策】建設水道課 ２－３１１５

【ミカンコミバエ対策】小笠原支庁産業課 ２－２１２５

【入国の管理に関すること】総合事務所業務課 ２－２１０２

対応]

の人の出入国は行えますが、

できません。

アムを経由して二見港へ直接

になっています。

合、小笠原総合事務所により

とともに、植物などの持ち込

荷物も最小限にするよう、乗

ンスが行われます。さらに、

より、生態系への影響の防止

の動植物の持ち込みをしない

することにしています。

ピックや国の誘客・地域経済

して、外国からの観光船の入

があります。

「入れない」：悪影響を及ぼすおそれのある外来種を

自然分布域から非分布域へ「入れない」

「捨てない」：飼養・栽培している外来種を適切に管

理し、「捨てない」（逃がさない、放さな

いことを含む）

「拡
ひろ

げない」：既に野外にいる外来種を他地域に「拡

げない」（増やさないことを含む）

対策]

まれる苗の特に土の部分には、様々な外来種が潜んでいることが分かっています。

やプラナリアは、固有のマイマイに被害を与える可能性が高いため、多くの固有の

、有人島でもある母島には高いリスクがあります。それ以外の外来種でも、生活環

を与える可能性があるため、小笠原への苗の持ち込みには十分注意が必要です。

父島や沖縄から関東にかけての太

エシロアリ生息地域から母島に

村の「イエシロアリ条例」で禁止

の対策を施す方法に「温浴処理」

、関係行政機関では温浴処理の効

検証していく予定です。

[②ミカンコミバエ根絶 30 年を経て]

かつて小笠原諸島でも猛威をふるっていたミカンコ

ミバエの根絶から 30 年が経ちました。昨年は、同じく

根絶状態が続いていた奄美大島でミカンコミバエの発

生が確認され、村内でも心配する声が上がりました。

関係機関において、再侵入防止策が 30 年間続けられ

ており、小笠原での発生は確認されていませんが、再侵

入リスクを下げるために、輸入禁止品を持ち込まないな

どの検疫制度を順守するなど、各自が注意できることを

再確認する必要があります。

２月８・９日に根絶 30 年を記念して開催された講演

会には多くの参加者が集まり、当時の苦労が紹介されま

した。かつての担当者も「ミカンコミバエは上手くいっ

たが、一度入ってしまった外来種が必ず根絶できるとは

限らない」と「入れない」ことの重要性も語られました。
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皆さん、睡眠の日をご存知ですか？ 毎年 3 月 18 日と９月３日は睡眠の日です。睡眠は健康と密接な関係があり、

睡眠不足や睡眠の質の低下は、日常生活に様々な影響を及ぼします。厚生労働省は平成 26 年に「健康づくりのための

睡眠指針 2014」を発表しました。睡眠についての正しい知識を持ち、日々の生活を豊かにしていきたいものです。

睡眠と生活習慣病の関係

保

ク

保

ク

さまざまな研究から、睡眠不足や不眠は、血圧や血糖値が上昇しやすくなり、肥

高血圧、糖尿病、脳卒中などの生活習慣病のリスクが高まることが明らかになっ

ました。これは睡眠の変調が食事や運動など他の生活習慣の乱れを誘発したり、

や代謝に作用するホルモンに影響を及ぼすことが原因と考えられています。

健康な人でも、１日４時間の睡眠が２日続いただけで、食欲を高めるホルモンが

分泌され、食欲が増大することが分かっています。ごくわずかな睡眠不足によっ

行動まで影響を受けるのです。

さらに、平日は定刻に起きていても、休日は遅くまで寝る習慣のある人は、生活

ムと体内時計にずれが生じ「社会的時差ぼけ」の状態に陥ってしまいます。平日

則正しい生活を送っているのにも関わらず、週末だけ朝寝坊する人は、肥満傾向

が多いという研究結果もあり、年代に合った睡眠時間をとることや、規則正しい
-9-

習慣を毎日継続することが重要です。

厚生労働省の調査では、日本人の 1 日の平均睡眠時間は「6

間以上 7 時間未満」という人が多く、日本の子どもと就労者

睡眠時間は、世界で最も短いと言われています。

フィンランドの 30 歳～64 歳の男女の睡眠と健康状態の関

を調査した結果では、睡眠時間が 6 時間未満もしくは 9 時間

超える人は、病欠率が高い事が判明しました。病欠のリスク

最も低かったのは、睡眠時間が男性で 7.8 時間、女性で 7.6

間でした。つまり、睡眠時間が短すぎても長すぎても、身体

負担がかかってしまうのです。

日本人の年代別に合った睡眠時間の

安は右のグラフを参考にしてみま

ょう。睡眠時間には個人差はありま

が、疲れが取れず悩んでいる方は、

活リズムを見直してみてはいかがで

ょうか。
就寝と起床のメ

年代別
睡眠時間の短い日本人

健師：クジラさんは、夜はぐっすり眠れていますか？

ジラ：いつもはすっきり目覚めることができるけれど、たまに遅くまで起きてしま

が残ってしまうこともあります。

健師：きちんと睡眠時間をとっているのに、疲れが残っていると２週間以上感じる

身体の不調のサインかもしれません。１人で抱え込まず、専門家に相談しま

ジラ：睡眠は体調のバロメーターですね。わたしも生活リズムを崩さないように気を
― 村民課福祉係 —
クジラの伝言板

リハリをつける

睡眠のポイント

って、疲れ

場合は、

しょう！

つけます！
村民課福祉係
●若年世代

～体内時計のリズムを保ちましょう～

①休日でもできるだけ同じ時刻に起床する

②朝起きたら、太陽の日差しを浴びる

③寝床に入ってから、携帯などの液晶画面を見ない

●勤労世代

～疲労回復・能率アップを図りましょう～

①日中の眠気で睡眠が足りているかチェック

②午後の早い時刻の短い昼寝(30 分以内)と、夜間

の十分な睡眠時間を確保して仕事の能率アップ

●熟年世代

～適した睡眠時間をとりましょう～

①就寝・起床時間を見直して睡眠時間を適正に

②日中の適度な運動は、入眠を促進して熟眠感が

向上します

③寝床にいる時間が長いと眠りが浅くなるため、
2－3939



おが丸ナイト出店・運営スタッフ募集（締切は紙面参照） あかぽっぽの日の集い（父島）

ジャズフェスティバル出店募集（～２２） ヘルスアップ教室（父島）

シロアリ対策事業申込受付（～９） 栄養教室（母島）

とびうおクラブ入会児童募集（～１１） 出港日

とびうおクラブ補助員募集（～２５） 粗大ごみ収集（母島）

栄養教室申込受付（～７：父、～１１：母） 乳幼児健診・歯科健診（父島）

歯科（父島）の休診（～１４） 村議会第1回定例会（３日目）

情報センター臨時休館（～4／15） 小笠原中学校卒業式

入港日

東京三弁護士会による法律相談（母島） アースアワー

兄島視察会

定期予防接種

東京三弁護士会による法律相談（父島） 入港日

日 高校図書館開放

第5回小笠原諸島ネズミ対策検証委員会（父島）

ビジターセンター講演会① 母島小中学校卒業式

月
出港日

母島巡回労働相談

火 母島乳幼児計測会

高校図書館開放

出港日

世界遺産センター（仮称）工事説明会 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

ありがとう!おがさわら丸、ははじま丸フォトコンテスト応募締切

小笠原小学校卒業式

入港日 定期予防接種

村議会第1回定例会（1日目）

電話による無料法律相談

村議会第1回定例会（２日目）

村民相談

行政相談所の開設

母島シロアリ説明会

栄養教室（父島）

入港日

出港日

小笠原高等学校第47回卒業式

高校図書館開放 ビジターセンター講演会②首都大学東京公開講座２０１６

入港日 出港日

あかぽっぽの日の集い（母島）

とびうおクラブ入会説明会

日

木3

15 火

9 水

4 金

5 土

29

24

27

30

日

28 月

7 月

8

26

日

木

金

水

6

月

火

10 木

11

13

12 土

日付 曜日 行 事 予 定

16 水

17
1 火

18 金

行 事 予 定日付 曜日

23

土

25 金

22

21

20

木

土19
2 水

31 木

水

火

14

春分の日

振替休日
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